
『
渋
幕
の
国
語
徹
底
攻
略
～
傾
向
と
対
策
～
』
準
拠 

文
学
史
テ
ス
ト 

 

▼
文
学
潮
流
の
確
認 

次
の
文
章
を
読
み
、
空
欄
（ 

）
に
入
る
最
も
適
切
な
語
句
を
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
も
の
が
入
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

 

日
本
の
近
代
文
学
は
、
明
治
維
新
後
の
西
洋
文
化
の
流
入
と
共
に
大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
。
初
期
に
は
、（ 

１ 

）

が
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
を
基
に
『
舞
姫
』
な
ど
を
発
表
し
、
近
代
的
な
自
我
や
（ 

２ 

）
的
な
感
受
性
を
描
き
ま
し

た 

。 

そ
の
後
、
社
会
の
現
実
や
人
間
の
暗
部
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
こ
う
と
す
る
自
然
主
義
文
学
が
台
頭
し
ま
す
。
島
崎

藤
村
の
『
破
戒
』
や
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
す
。 

こ
の
時
代
、（ 

３ 

）
と
（ 

４ 

）
は
、
近
代
知
識
人
の
苦
悩
や
日
本
の
近
代
化
が
も
た
ら
す
問
題
を
深
く
問
い
、

日
本
近
代
文
学
の
二
大
巨
頭
と
称
さ
れ
ま
し
た 

。
夏
目
漱
石
は
『
こ
こ
ろ
』『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
な
ど
を
、
森
鷗

外
は
歴
史
小
説
な
ど
も
手
掛
け
ま
し
た 

。 

自
然
主
義
へ
の
反
動
や
、
よ
り
芸
術
的
な
美
を
追
求
す
る
流
れ
と
し
て
、（ 

５ 
）
が
登
場
し
ま
す 

。
永
井
荷
風

や
（ 

６ 

）
ら
が
中
心
と
な
り
、
官
能
美
や
江
戸
文
化
へ
の
回
帰
な
ど
を
示
し
ま
し
た 
。
谷
崎
潤
一
郎
の
初
期
の

作
品
『
刺
青
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

大
正
期
に
入
る
と
、
人
道
主
義
や
理
想
主
義
、
個
性
の
尊
重
を
掲
げ
る
（ 

７ 

）
が
文
壇
の
中
心
的
な
存
在
と
な

り
ま
す 

。（ 

８ 

）
や
（ 

９ 

）
ら
が
同
人
誌
『
白
樺
』
に
集
い
、
後
の
私
小
説
に
も
繋
が
る
自
己
肯
定
的
な
作
風

を
展
開
し
ま
し
た 

。 

同
じ
く
大
正
期
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
系
の
同
人
誌
『
新
思
潮
』
か
ら
多
く
の
才
能
が
登
場
し
ま
し
た
。（ 

10 
）

や
（ 

11 

）
ら
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
理
知
的
で
技
巧
的
な
作
風
が
特
徴
で
す 

。
芥
川
龍
之
介
は
『
（ 

12 

）
』

『（ 

13 

）』
な
ど
で
古
典
に
題
材
を
取
り
つ
つ
、
近
代
的
な
テ
ー
マ
を
描
き
ま
し
た 

。 

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を
受
け
、
労
働
者
階
級
の
現
実
や
資
本
主
義
社

会
の
矛
盾
を
描
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
隆
盛
し
ま
し
た
。
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』
や
徳
永
直
の
『
太
陽
の
な

い
街
』
な
ど
が
代
表
作
で
す
。 

関
東
大
震
災
後
、
都
市
文
化
の
発
展
と
共
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
興
り
ま
す
。
（ 

14 

）
や
（ 

15 

）
ら
は
、

映
画
的
な
手
法
や
新
し
い
感
覚
を
取
り
入
れ
た
表
現
を
試
み
、（ 

16 

）
と
呼
ば
れ
ま
し
た 

。
川
端
康
成
の
初
期

の
作
品
『
伊
豆
の
踊
子
』
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。 

同
時
期
に
は
、
新
興
芸
術
派
な
ど
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
中
で
も
よ
り
前
衛
的
・
実
験
的
な
芸
術
表
現
を
目
指
す
グ
ル

ー
プ
も
活
動
し
ま
し
た
。 



ま
た
、
西
欧
の
心
理
主
義
文
学
の
影
響
を
受
け
、
人
間
の
深
層
心
理
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
新
心
理
主
義
の
動
き

も
見
ら
れ
ま
し
た
。（ 

17 

）
の
『
聖
家
族
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

昭
和
十
年
代
に
入
り
戦
争
が
近
づ
く
と
、
文
学
活
動
は
次
第
に
制
限
さ
れ
、
戦
時
下
の
文
学
と
呼
ば
れ
る
国
策
に

沿
っ
た
作
品
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
時
局
と
は
距
離
を
置
き
、
自
身
の
芸
術
を
追
求
す
る
作
家
も
い
ま
し

た
。 敗

戦
後
、
戦
後
の
文
学
は
新
た
な
出
発
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
体
験
や
社
会
の
混
乱
、
新
し
い
価
値
観
を
模
索
す
る

多
様
な
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
野
間
宏
や
武
田
泰
淳
な
ど
の
第
一
次
戦
後
派
、（ 

18 

）
や
安
部
公
房
な
ど
の
第
二

次
戦
後
派
が
登
場
し
ま
し
た 

。 
（ 
19 

）
や
（ 

20 

）
ら
は
（ 

21 

）
と
呼
ば
れ
、
既
成
道
徳
へ
の
反
発
や

人
間
の
弱
さ
を
描
き
、
強
い
共
感
を
呼
び
ま
し
た 

。 

昭
和
三
十
年
代
（
一
九
五
〇
年
代
後
半
）
に
は
、
第
三
の
新
人
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
世
代
が
登
場
し
ま
す
。
吉
行

淳
之
介
、
安
岡
章
太
郎
、
遠
藤
周
作
ら
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
都
市
的
な
感
性
や
個
人
の
内
面
を
重
視
す
る
作
品
を
書

き
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
年
代
（
一
九
六
〇
年
代
後
半
～
一
九
七
〇
年
代
）
に
は
、
高
度
経
済
成
長
の
ひ
ず
み
や
社
会
と
の
違
和

感
を
背
景
に
、
自
己
の
内
面
を
深
く
見
つ
め
る
内
向
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
作
家
た
ち
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
古
井
由

吉
、
黒
井
千
次
ら
が
そ
の
代
表
で
す
。（ 

22 

）
も
こ
の
時
期
、
社
会
と
個
人
の
関
係
を
問
い
続
け
ま
し
た 

。 

昭
和
五
十
年
代
（
一
九
七
五
年
～
）
以
降
は
、
村
上
春
樹
や
村
上
龍
、
よ
し
も
と
ば
な
な
な
ど
が
登
場
し
、
現
代

社
会
の
感
覚
や
消
費
文
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
文
学
が
展
開
さ
れ
、
現
代
に
至
っ
て

い
ま
す
。 
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▼
文
学
史
の
確
認 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１ 

基
本
知
識
の
確
認
問
題 

問
一 

森
鷗
外
が
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
を
基
に
書
い
た
、
近
代
的
な
自
我
の
問
題
を
描
い
た
代
表
作
は
何
で
す
か 

。 

問
二 

夏
目
漱
石
の
代
表
作
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

ア 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』 

イ 

『
こ
こ
ろ
』 

ウ 

『
舞
姫
』 

エ 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』 

問
三 

正
岡
子
規
が
俳
句
や
短
歌
の
表
現
を
変
え
る
た
め
に
打
ち
出
し
た
、「
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
」
と
い
う
考
え
方

を
何
と
い
い
ま
す
か 

。 

問
四 

大
正
時
代
に
活
躍
し
た
「
白
樺
派
」
の
代
表
的
な
作
家
を
一
人
答
え
な
さ
い 

。 

問
五 

芥
川
龍
之
介
の
代
表
作
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

ア 

『
舞
姫
』 

イ 

『
羅
生
門
』 

ウ 
『
雪
国
』 

エ 

『
人
間
失
格
』 

  

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２ 

作
家
・
潮
流
の
関
係
性
の
理
解 

問
一 

夏
目
漱
石
と
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
松
山
で
共
に
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
る
俳
人
は
誰
で
す
か 

。 

問
二 

芥
川
龍
之
介
が
師
事
し
た
作
家
は
誰
で
す
か 

。 

問
三 

横
光
利
一
や
川
端
康
成
ら
が
中
心
と
な
り
、
感
覚
的
な
新
し
い
描
写
を
試
み
た
昭
和
初
期
の
文
学
潮
流
を
何

と
い
い
ま
す
か 

。 

問
四 

『
痴
人
の
愛
』
や
『
細
雪
』
で
知
ら
れ
、「
耽
美
派
」
を
代
表
す
る
作
家
は
誰
で
す
か 

。 

問
五 

日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
は
誰
で
す
か 

。 

  

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３ 

芥
川
龍
之
介
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

問
一 

芥
川
龍
之
介
の
親
友
で
、
雑
誌
『
文
藝
春
秋
』
を
創
刊
し
、
芥
川
賞
・
直
木
賞
を
設
立
し
た
人
物
は
誰
で
す

か 

。 

問
二 

夏
目
漱
石
の
弟
子
で
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
と
も
交
流
が
あ
っ
た
随
筆
家
は
誰
で
す
か 

。 

問
三 

太
宰
治
が
師
と
仰
ぎ
、
そ
の
文
壇
入
り
を
支
え
た
と
さ
れ
る
作
家
は
誰
で
す
か 

。 

問
四 

芥
川
龍
之
介
を
尊
敬
し
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
文
体
が
自
身
の
作
品
に
も
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
る
、
戦
後
に

『
金
閣
寺
』
な
ど
を
書
い
た
作
家
は
誰
で
す
か 

。 

問
五 

芥
川
賞
の
創
設
に
関
わ
っ
た
人
物
と
、
そ
の
初
期
受
賞
者
と
し
て
本
文
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

ア 

芥
川
龍
之
介 ―

 

石
川
達
三 

イ 

菊
池
寛 ―

 

井
上
靖 

 

ウ 

夏
目
漱
石 ―

 

川
端
康
成  

エ 

森
鷗
外 ―

 

三
島
由
紀
夫 

 



Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
問
題 

問
一 
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

Ａ
と
Ｂ
は
同
じ
年
に
生
ま
れ
た
親
友
で
あ
り
、
互
い
の
才
能
を
認
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人
は
東
京
大
学
予
備

門
で
出
会
い
、
寄
席
通
い
を
通
じ
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
明
治
二
十
八
年
、
松
山
に
赴
任
し
て
い
た
Ａ
の
下
宿
「
愚

陀
仏
庵
」
で
五
十
二
日
間
共
に
暮
ら
し
、
俳
句
な
ど
を
通
じ
て
文
学
的
な
交
流
を
深
め
、
Ｂ
の
俳
句
革
新
運
動
を
Ａ

が
支
え
る
な
ど
、
後
の
日
本
近
代
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
Ｂ
の
闘
病
中
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
Ａ
か

ら
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
長
い
手
紙
は
、
Ｂ
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
は
三
十
四
歳
で
亡
く
な
り
、
Ａ
は

そ
の
後
文
豪
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
二
人
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
松
山
で
は
、
俳
句
ポ
ス
ト
や
俳
句
甲
子
園
、
坊

っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
な
ど
、「
こ
と
ば
」
文
化
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。 

      

問
二 

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

内
田
百
閒
に
と
っ
て
、
Ａ
と
、
同
じ
く
作
家
の
Ｂ
は
、
特
別
な
存
在
で
し
た
。 

百
閒
の
Ａ
へ
の
敬
愛
は
深
く
、
中
学
時
代
に
Ａ
の
小
説
を
読
ん
で
以
来
、
心
酔
し
て
い
ま
し
た
。
上
京
後
は
念
願
叶

っ
て
Ａ
の
門
下
生
と
な
り
、
そ
の
存
在
を
敬
い
慕
っ
て
い
ま
し
た
。
師
弟
関
係
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
百
閒

が
生
活
に
困
窮
し
た
際
に
Ａ
が
快
く
借
金
に
応
じ
た
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
百
閒
は
Ａ
の
形
見
の
背
広
を
譲
り
受

け
る
と
、
そ
れ
を
特
別
な
も
の
と
し
て
飾
る
の
で
は
な
く
、
普
段
着
と
し
て
愛
用
し
、
着
古
し
て
最
後
に
は
燃
や
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
行
動
か
ら
は
、
百
閒
が
Ａ
を
遠
い
偉
人
と
し
て
で
は
な
く
、
身
近
で
尊
敬
す
べ
き
師
匠
と

し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

さ
ら
に
、
百
閒
は
同
じ
Ａ
門
下
の
仲
間
で
あ
る
Ｂ
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｂ
か
ら
ド
イ
ツ
語
教
師
の
職
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
Ｂ
が
自
ら
命
を
絶
つ
直
前
に
面
会
し
た
り
す
る
な
ど
、
同
門
な
ら
で
は
の
関
係
性
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

       



問
三 

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
～
Ｄ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

一
九
三
五
年
、
第1

回
芥
川
賞
の
候
補
と
な
っ
た
Ａ
の
小
説
「
逆
行
」
は
、
石
川
達
三
の
「
蒼
氓
」
に
敗
れ
、
受

賞
を
逃
し
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
に
激
怒
し
た
Ａ
は
、
選
考
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
Ｂ
に
対
し
て
本
人
宛
の
文
章
を
雑
誌
に
発
表
。
落
選

さ
せ
た
こ
と
へ
の
強
い
怒
り
を
表
明
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
Ａ
は
、
芥
川
賞
創
設
者
で
あ
る
Ｃ
に
対
し
て
も
、「
無
難
な
作
品
に
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
と
安
心
し
て
い

る
だ
ろ
う
」
と
痛
烈
な
皮
肉
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
Ｄ
を
異
常
な
ほ
ど
敬
愛
し
て
い
た
Ａ
は
、
「
Ｄ
を
少
し
可
哀
そ
う

に
思
っ
た
」
と
も
記
し
、
尊
敬
す
る
Ｄ
の
名
を
冠
し
た
賞
の
第

1

回
受
賞
作
が
地
味
な
作
品
で
あ
る
こ
と
へ
の
不

満
も
滲
ま
せ
て
い
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
晩
年
』
も
刊
行
前
で
、
四
度
の
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
し
て
い
た
時
期
に
、

こ
の
よ
う
な
過
激
な
文
章
を
公
に
し
た
Ａ
の
行
動
か
ら
は
、
並
外
れ
た
自
己
肯
定
感
と
自
信
、
そ
し
て
行
動
力
が
う

か
が
え
ま
す
。 

     

問
四 

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
～
Ｃ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

Ａ
は
戦
後
、
『
斜
陽
』
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
り
転
換
点
を
迎
え
ま
し
た
が
、
文
壇
の
評
価
は
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
特
に
「
小
説
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
Ｂ
は
、
Ａ
の
作
品
を
「
嫌
い
だ
」「
つ
ま
ら
な
い
」
と
公
然
と
批
判

し
、
か
つ
て
Ａ
が
芥
川
賞
選
考
で
反
発
し
た
Ｃ
も
こ
れ
に
同
調
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
Ａ
は
、
随
筆
『
如
是
我
聞
』
で
激
し
く
反
論
し
ま
し
た
。「
老
大
家
」
と
こ
き
下
ろ
し
、「
家
庭
の
エ

ゴ
イ
ズ
ム
」
に
安
住
し
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
す
。
太
宰
に
と
っ
て
、
先
輩
作
家
か
ら
の
批
判
は
、
後
輩
の
苦
し

み
を
理
解
し
な
い
傲
慢
さ
で
あ
り
、「
家
庭
」
を
絶
対
視
す
る
日
本
の
価
値
観
へ
の
違
和
感
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。 

「
先
輩
は
後
輩
の
苦
し
み
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
」
と
い
う
後
輩
と
し
て
の
抗
議
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
問

い
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
後
に
Ａ
は
自
ら
命
を
絶
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
は
、
既
存
の
価
値
観
に
な
じ
め
な
い

人
々
を
今
も
励
ま
し
続
け
て
い
ま
す
。 

      



問
五 

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

Ａ
は
Ｂ
を
公
然
と
嫌
悪
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
身
が
若
い
頃
の
病
弱
さ
を
筋
ト
レ
な
ど
で
克
服
し
よ
う
と

し
た
経
験
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ａ
の
Ｂ
へ
の
嫌
悪
は
、
自
身
が
抑
圧
し
た
弱
さ
（
自
己
嫌
悪
）
を
Ｂ
に
投

影
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
者
は
「
日
本
社
会
が
求
め
る
男
性
像
」
へ
の
違
和
感
を
抱
え
て

い
ま
し
た
が
、
Ａ
は
克
服
を
、
Ｂ
は
表
現
を
選
び
ま
し
た
。
Ａ
が
Ｂ
に
直
接
「
嫌
い
な
ん
で
す
」
と
伝
え
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
嫌
悪
は
、
同
族
嫌
悪
で
あ
り
、
自
身
の
弱
さ
を
見
る
よ
う
な
複
雑
な
感
情
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

    

問
六 

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
Ａ
と
Ｂ
に
当
て
は
ま
る
作
家
を
答
え
な
さ
い
。 

Ａ
は
日
本
の
近
現
代
文
学
史
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
り
、
作
家
、
評
論
家
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
、
政
治
活
動

家
な
ど
多
彩
な
顔
を
持
ち
ま
し
た
。
良
家
に
生
ま
れ
学
習
院
・
東
大
を
卒
業
後
、
大
蔵
省
官
僚
と
な
る
も
作
家
の
道

を
諦
め
き
れ
ず
、『
花
ざ
か
り
の
森
』
で
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
。
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
に
は
、
当
時
す
で
に
大
家
で
あ
っ
た
Ｂ

に
原
稿
が
渡
り
、
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
人
の
間
に
は
師
弟
関
係
と
も

い
え
る
親
交
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

Ａ
は
『
仮
面
の
告
白
』
で
再
デ
ビ
ュ
ー
後
、『
潮
騒
』『
金
閣
寺
』
な
ど
の
傑
作
を
発
表
。
そ
の
才
能
は
国
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
Ｃ
や
Ｂ
ら
と
共
に
世
界
的
な
評
価
を
得
て
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
も
複
数
回
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
文
学
者
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
よ
る
英
訳
紹
介
も
、
そ
の
国
際
的
評
価
を
高
め
る
一
因
と
な
り
ま
し

た
。
キ
ー
ン
氏
は
一
九
六
三
年
の
報
告
書
で
、
Ｃ
、
Ｂ
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
Ａ
を
「
最
高
の
作
家
」
と
し
な
が
ら

も
若
さ
を
理
由
に
、
受
賞
は
Ｃ
や
Ｂ
の
後
が
妥
当
と
の
意
見
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ
自
身
も
、
Ｃ
と
Ｂ
を
ノ
ー
ベ

ル
賞
に
推
薦
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
結
果
的
に
一
九
六
八
年
に
Ｂ
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

Ａ
の
作
風
は
、
豊
富
な
語
彙
と
比
喩
を
駆
使
し
た
絢
爛
豪
華
な
文
体
が
特
徴
で
、「
美
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

が
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
幼
少
期
の
病
弱
さ
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
肉
体
改
造
に
励
み
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ

ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
は
政
治
活
動
に
傾
倒
し
、
憲
法
改
正
や
自
衛
隊
の
国
軍
化
を
主
張
す
る
民
間
防
衛
組
織

「
楯
の
会
」
を
結
成
。
一
九
七
〇
年
、
陸
上
自
衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
呼
び
か
け
る
演
説
の
後
、
四

十
五
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

  
 



解
答 

▼
明
治
～
昭
和
後
期
以
降
の
文
学
史 

         

▼
文
学
史
の
確
認 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１ 

基
本
知
識
の
確
認
問
題 

問
一 

舞
姫 

問
二 

ウ  

問
三 

写
生 

問
四 

志
賀
直
哉
、
武
者
小
路
実
篤
、
有
島
武
郎  

問
五  

イ 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２ 

作
家
・
潮
流
の
関
係
性
の
理
解 

問
一 

正
岡
子
規 

 
 

問
二 

夏
目
漱
石 

 

問
三 

新
感
覚
派 

 

問
四 

谷
崎
潤
一
郎 

 

問
五 

川
端
康
成 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３ 

芥
川
龍
之
介
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

問
一 

菊
池
寛 

 

問
二 

内
田
百
閒 

 

問
三 

井
伏
鱒
二 

 

問
四 

三
島
由
紀
夫 

 

問
五  
イ 

 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
問
題 

問
一 

Ａ 

夏
目
漱
石 

 
 

Ｂ 

正
岡
子
規 

問
二 

Ａ 

夏
目
漱
石 

 
 

Ｂ 

芥
川
龍
之
介 

問
三 

Ａ 

太
宰
治 

 
 

 

Ｂ 

川
端
康
成 

 

Ｃ 

菊
池
寛 

 

Ｄ 

芥
川
龍
之
介 

問
四 

Ａ 

太
宰
治 

 
 

 

Ｂ 

志
賀
直
哉 

 

Ｃ 

川
端
康
成 

問
五 

Ａ 

三
島
由
紀
夫 

 

Ｂ 

太
宰
治 

問
六 

Ａ 

三
島
由
紀
夫 
 

Ｂ 

川
端
康
成 

 

Ｃ 

谷
崎
潤
一
郎 

21 

 

ア 

16 

 

シ 

11 

 

ク 

６ 

 

タ 

１ 

 

サ 

22 

 

ナ 

17 

 

ス 

12 

 

ケ 

７ 

 

ウ 

２ 

 

ト 

 18 

 

ソ 

13 

 

エ 

８ 

 

チ 

３ 

 

イ 

 19 

 

キ 

14 

 

ツ 

９ 

 

コ 

４ 

 

サ 

 20 

 

オ 

15 

 

テ 

10 

 

セ 

５ 

 

カ 

 


